個人調書（山梨大学大学院総合研究部工学域）（令和○年○○月○○日現在）

　

	履                    歴                    書  

	ふりがな  

氏      　 名
	やまなし　たろう
山　梨　太　郎
	 eq \o\ac(○,男)・女
	生年月日 (年齢)
	昭和　年　月　日　（満　　才）

	本籍地又は国籍
	山梨県
	現 　 住　  所
	山梨県甲府市武田４丁目３－１１

	現　　　　　　職
	　山梨大学　助教　大学院総合研究部

	最終学歴
	  〇〇大学大学院　工学研究科　博士後期課程　修了　（〇〇工学専攻）

	学位称号
	　学士（工学）、修士（工学）、博士（工学）

	研究部

	研究部職名
	所属学域名
	所属系名
	備　　　　　考

	准教授
	医学工学融合学域
	生体環境医工学系
	

	教育部等

	課　程　等　名
	専攻・学科等名
	分野（講座）名
	担当種別
	主な担当授業科目名
	単位
	毎　週授　業時間数

	大学院　教育部修士課程
	機械システム工学専攻
	創形創質工学講座
	修士準担当教員
	〇〇〇工学特論
	２
	２

	
	
	
	
	
	
	

	大学院　教育部博士課程
	人間環境医工学専攻
	先進医用工学分野
	博士準担当教員
	〇〇〇特論
	２
	２

	
	
	
	
	
	
	

	工　学　部
	機械工学科
	―――
	―――
	〇〇〇工学

〇〇〇〇学
	２

２
	２

２

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	学                    歴

	年      月
	事                項

	昭和〇〇年３月
	〇〇県立〇〇高等学校卒業

	昭和〇〇年４月
	〇〇大学〇〇学部〇〇学科入学

	昭和〇〇年３月
	〇〇大学〇〇学部〇〇学科卒業

	昭和〇〇年４月
	〇〇大学大学院〇〇研究科博士前期課程〇〇工学専攻入学

	平成〇〇年３月
	〇〇大学大学院〇〇研究科博士前期課程〇〇工学専攻修了

	平成〇〇年４月
	〇〇大学大学院〇〇研究科博士後期課程〇〇工学専攻進学

	平成〇〇年３月
	〇〇大学大学院〇〇研究科博士後期課程〇〇工学専攻修了

	平成〇〇年３月
	工学博士又は博士（工学）（〇〇大学　工博０００号）の学位授与

	
	

	
	

	
	

	
	

	職                    歴

	年     月
	事                項

	平成〇〇年４月
	〇〇株式会社〇〇研究所　技術開発部　研究員

	平成〇〇年３月
	同社退職


	平成〇〇年４月
	山梨大学助教工学部

	平成〇〇年１月～

平成〇〇年１０月
	文部科学省在外研究員（長期・甲種）　フランス〇〇大学〇〇研究所

	平成〇〇年４月
	山梨大学講師工学部（〇〇〇学）（現在に至る）

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	学会及び社会における活動等

	年       月
	事      　　　          項

	昭和〇〇年４月
	〇〇学会会員

	平成〇〇年４月
	〇〇委員会委員〔又は，幹事・運営委員・主査〕

	平成〇〇年５月～

平成〇〇年１０月
	〇〇協議会〇〇支部幹事


	平成〇〇年９月～

平成〇〇年１月
	〇〇学会「〇〇研究」分科会委員

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	賞罰・その他

	年      月
	事　　　　　　　　　　　項

	平成〇〇年５月～

平成〇〇年１０月
	内地研究員（〇〇大学〇〇研究所）

	平成〇〇年９月～

平成〇〇年１月
	〇〇大学〇〇研究所共同研究員

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	Ⅰ　論文
	
	
	
	
	

	　○１　〇〇〇〇〇〇〇

　　（山梨太郎，東京次郎）
	共著


	1993.10


	〇〇学会誌Vol.〇

pp.00-00
	IF

0.000
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。



	　○２　〇〇〇〇〇〇〇

　　（J.Tokyo, T.Yamanashi）
	共著


	1994.4


	〇〇〇〇　Vol.〇

pp.00-00
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。



	　○３　〇〇〇〇〇〇〇

　　（東京次郎，山梨太郎）
	共著


	1994.6


	〇〇協会　Vol.〇

pp.00-00
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。



	　４　〇〇〇〇〇〇〇

　　（J.Tokyo, T.Yamanashi）
	共著


	1995.9


	〇〇〇〇　Vol.〇

pp.00-00
	
	論文③の英訳



	　○５　〇〇〇〇〇〇〇

　　（山梨太郎）
	単著


	1996.3


	〇〇論文集　Vol.〇

No.〇　pp.00-00
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・。



	　○６　〇〇〇〇〇〇〇

　　（東京次郎，山梨太郎）
	共著


	1997.4


	〇〇協会雑誌　Vol.〇

pp.00-00
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。



	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	○29　〇〇〇〇〇〇〇
	共著
	2010.12
	〇〇〇〇　Vol.〇

掲載決定
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。



	　30　〇〇〇〇〇〇〇

　　（学位論文（修士論文））
	単著


	1990.3


	〇〇大学


	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。



	　31　〇〇〇〇〇〇〇

　　（学位論文（博士論文））
	単著


	1993.3


	〇〇大学


	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。



	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	Ⅱ　国際会議報告論文
	
	
	
	
	

	　○１　〇〇〇〇〇〇〇

　　（J.Tokyo, T.Yamanashi）
	共著


	1993.8
	Proceeding of 〇〇

pp.00-00 (LONDON)
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。



	　○２　〇〇〇〇〇〇〇

　　（J.Tokyo, T.Yamanashi）
	共著


	2000.12
	Proceeding of 〇〇

pp.00-00 (TOKYO)
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。



	　○３　〇〇〇〇〇〇〇

　　（J.Tokyo, T.Yamanashi）
	共著


	2005.10
	Proceeding of 〇〇

pp.00-00 (NEW YOURK)
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。



	
	
	
	
	
	

	Ⅲ　口頭発表
	
	
	
	
	

	　１　〇〇〇〇〇〇〇

　　（山梨太郎，東京次郎）
	
	1994.4


	〇〇学会〇〇大会


	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。

	その他〇件
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	Ⅳ　解説，総説
	
	
	
	
	

	　１　〇〇〇〇〇〇〇

　　（山梨太郎）
	単著
	2000.6
	〇〇学会誌　Vol.〇

pp.00-00
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

	
	
	
	
	
	

	Ⅴ　各種計画，特許など
	
	
	
	
	

	　１　〇〇〇〇〇〇〇

　　（山梨太郎，東京次郎）
	
	2003.4
	日本国特許

2003-345678
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。

	
	
	
	
	
	

	Ⅵ　著書（共著，訳書，分担執筆を含む。）
	
	
	
	
	

	　１　〇〇〇〇〇〇〇

　　（山梨太郎，東京次郎）
	共著
	1999.4
	〇〇出版

担当pp.00-00
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。

	
	
	
	
	
	

	　２　〇〇〇〇〇〇〇

　　（原書名〇〇〇）

　　（山梨太郎，東京次郎）
	共著


	2002.4


	〇〇書房

担当pp.00-00
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。

	
	
	
	
	
	

	Ⅶ　受賞
	
	
	
	
	

	　１　［受賞題目］

（山梨太郎，甲府三郎）
	
	2007.5
	〇〇学会〇〇賞
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。

	
	
	
	
	
	

	Ⅷ　外部資金
	
	
	
	
	

	　１　科学研究費補助金
	
	
	
	
	

	　　［研究課題名］
	代表
	1998.4
	奨励研究Ａ
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・。

	　　［研究課題名］
	分担
	2009.4
	基盤研究Ｃ
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・。

	
	
	
	
	
	

	　２　その他の外部資金
	
	
	
	
	

	　　［研究課題名」
	
	2001.10
	「公募団体名」
	
	・・・・・・・・・・・・・・・。

	
	
	
	
	
	

	Ⅸ　共同研究
	
	
	
	
	

	　　［研究課題名］
	
	2002.4～2003.3
	「共同研究相手先」
	
	・・・・・・・・・・・・・・・。

	　　［研究課題名］
	
	2003.4～2004.3
	「共同研究相手先」
	
	・・・・・・・・・・・・・・・。

	
	
	
	
	
	

	Ⅹ　その他
	
	
	
	
	

	　　［職務上の免許，資格等］
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


	教育業績
	（氏名　山　梨　太　郎）

	教育上の能力に関する事項
	年　月
	概　　　　　　　　要

	１　教育方法の実践例
	
	

	○○○○○○○
	2000.4
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	２　作成した教科書，教材
	
	

	○○○○○○○
	2002.7
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

担当部分：　・・・・・・・・・・・・。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	３　教育上の特記すべき事項
	
	

	○○○○○○○
	
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	業務上の業績
	（氏名　山　梨　太　郎）

	業務上の業績に関する事項
	年　月
	概　　　　　　　　要

	１　学内における委員会等の活動歴

　　または，企業等における業務歴など
	
	

	○○○○○○○
	2000.4
	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

・・・・・・・・・・・・。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


【前任地での給与額（不記載も可）】
　　〇〇〇円／年額
（根拠となる源泉徴収票の写し等を添付して下さい）
【記入上の注意】

※ 職歴の欄には、最終学校卒業等の月の翌月から、空白期間がないように記入すること。

なお、在宅期間については、勤務先の欄に「在家庭」と記入すること。

※ 賞罰・その他欄には、過去にパワーハラスメントやセクシュアルハラスメント等およびその他の事由により懲戒処分若しくは分限処分を受けた場合には、処分の内容及びその具体的な事由を必ず記入すること。
※ 本調書の記載内容について事実と相違ないこと、虚偽の記載があった場合には採用取消や懲戒処分等の対象となり得ることについて、別紙承諾書により承諾すること。
個人調書（令和　　年　　月　　日現在）に係る承諾書

個人調書の記載内容については事実に相違なく、虚偽の記載があった場合には、採用取消や
懲戒処分等の対象となり得ることについて承諾いたします。
令和　　年　　月　　日
氏名
【本承諾書の取扱に係る注意事項】

※ 本承諾書は本人が自筆でサインを行うこと。

※ 自筆でサインを行ったものであれば、電子化されたスキャンデータ等（PDF形式）による提出を可能とする。
業績等を記入しやすいように、印刷されない罫線を使用しています。


罫線機能の『表のグリッド線の表示』を選択すると、薄く表示できます。








山梨太郎-1

